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　肝臓の病気といえばお酒の飲み過ぎを連想

しますが、実は日本人の肝臓病の約８割はウ

イルスによる肝炎なのです。

　日本ではＣ型肝炎に約２００万人、Ｂ型肝炎

に約１５０万人感染しているといわれています。

　今日では医療技術や知識の進歩から、新た

に肝炎に感染する人は少なくなりましたが、

現在４０歳以上の人は、過去において気づかぬ

うちに感染しているおそれがあります。

　４０歳以上で肝炎ウイルスの検査を受けたことがない方は、ぜひこの機会に受診しましょう。

　エキノコックス症は、早期に発見し治療を開始すれば完治しますが、自覚症

状が出るまでに数年から十数年かかることから、気づいた時にはかなり進行し

ていることが多く、また放っておくと命にかかわることもある病気です。

　実際に感染した人の中にはきつね
毅 毅 毅

などと接触したこともなく、感染するよう

な覚えはなかったと言う方もいますので、どなたでも安心はできません。５年

に１度は検査を受け、感染の有無を確認しましょう。

Ｃ型肝炎Ｂ型肝炎

　Ｂ型肝炎と同様、体液

などを介し感染するが、

感染力が低く性交渉での

感染や母子感染はまれ。

　ウイルスに汚染された

血液やだ液、体液などの

分泌物を介し感染する。

感
染
経
路

　主な症状はＢ型肝炎と

ほぼ同じだが、感染者の

約７０％が慢性化。その一

部はさらに肝硬変、肝が

んと症状が進む。

　主な症状はだるさやは

きけ、黄だんなど。症状

に気づかないこともある。

　普通は一過性で治るが、

母子感染の場合は慢性化

しやすい傾向にある。

特
　
　
徴

エキノコックス症のおはなし

肝炎のおはなし

申し込みは、１１月１３日（金）までに、保健介護グループ（緯４２～３２１３）へ

■料金、対象者及び検診内容

検診内容対　象　者料　　金検診種別

血液検査

昭和４５年３月３１日以前に生まれた市民で、

肝炎ウイルス検診を受けたことがない方

一　般 ８００円

市民税非課税世帯 ２００円
肝炎ウイルス検診

小学３年生以上の市民で、５年以上エキ

ノコックス症検診を受けていない方
無　　料エキノコックス症検診

■検診会場、実施期間及び受付時間

受　付　時　間実施期間検診会場検診種別

①１０時～１２時、②１３時３０分～１６時３０分、

③１１月２５日（水）のみ１７時～１８時も受付

１１月２４日（火）

～同２７日（金）

歌 志 内

市立病院
共　通

　市では、下記のとおり肝炎ウイルス及びエキノコックス症の検

診を実施しますので、万が一の場合の早期発見・早期治療を行う

ためにも、ぜひ受診しましょう。
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　インフルエンザはただの「かぜ」ではありません。高齢者が

感染すると合併症をおこし、重大な事態を招くことがあります。

インフルエンザ予防接種は、高齢者の発病防止や重症化の防止

に有効な手段の一つと言われています。

　市では次のとおり、主に６５歳以上の方を対象とした季節性イ

ンフルエンザの予防接種を実施します。接種を希望される方は、

直接下記の実施医療機関で受診してください。

　なお、ワクチンの在庫状況によっては接種を受けられない場

合があります。在庫状況は各医療機関へお問い合わせください。

　市内に住所を有し、次のいずれかに該当す

る方。なお、年齢は接種日当日の満年齢です。

①６５歳以上の方

②６０歳以上６５歳未満で、心臓やじん臓、呼吸

機能に障害があるために、日常生活活動が

極度に制限される方（身体障害者手帳の内

部疾患１級相当）

　市内医療機関での接種に限り１人１，０００円。

※生活保護世帯の方は、市内医療機関での接

種に限り無料です。

※他市町村で接種される方は、全額自己負担

になります。

　平成２１年１１月２日から同２２年１月２９日まで。

ただし、休診日は除きます。

※ワクチンがなくなり次第終了します。受診

の前に医療機関へお問い合わせください。

高齢者以外の方は・・・
　実施の有無や接種年齢、料金などについて、各医療機関にお問い

合わせください。

　ここでは「季節性」インフルエンザの予防接種についてお知らせし

ました。「新型」インフルエンザ対策についての情報は、方針等が決ま

り次第、別にお知らせします。

保健介護グループ
（緯４２～３２１３）

接種対象接種対象者者

料料　金金
実施期実施期間間

新型インフルエンザへの対策新型インフルエンザへの対策はは

実　施　時　間実施医療機関

８：３０～１２：００

１３：３０～１６：００

※夜間診療日（水曜日）は

　１７：００～１８：３０も実施

歌志内市立病院

緯４２～３１８５

９：００～１１：３０

※夜間診療日（火曜日）は

　１７：３０～１９：００も実施

勤医協神威診療所

緯４２～２０２５

実施医療機実施医療機関関
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ス
ト
ー
ブ
を
安
全
に

 
使
用
す
る
ポ
イ
ン
ト

■
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
な
ど

を
干
さ
な
い
！

▽
何
か
の
ひ
ょ
う
し
に
ス
ト
ー
ブ

の
上
に
落
ち
る
と
…

■
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
は
、
紙
や

衣
類
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
！

■
ス
ト
ー
ブ
は
壁
や
家
具
、
カ
ー

テ
ン
な
ど
の
可
燃
物
か
ら
適
切

な
距
離
を
と
っ
て
設
置
す
る
！

▽
意
外
と
熱
く
な
り
、
こ
げ
た
り

火
が
つ
い
た
り
す
る
か
も
…

■
ス
プ
レ
ー
を
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば

で
使
用
し
な
い
！

▽
可
燃
性
ガ
ス
に
引
火
す
る
と
…

■
外
出
す
る
時
や
寝
る
時
は
必
ず

火
を
消
す
！
。

▽
誰
も
い
な
い
と
き
に
不
具
合
が

発
生
し
た
り
何
か
が
落
ち
て
き

た
り
す
る
と
…

●
給
油
は
必
ず
消
火
し
て
か
ら
行

う
！

●
給
油
後
は
タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ

が
し
っ
か
り
締
ま
っ
て
い
る
か

確
認
す
る
！

●
ガ
ソ
リ
ン
を
保
管
し
て
い
る
方

は
、
灯
油
と
間
違
え
な
い
よ
う

必
ず
専
用
の
容
器
に
入
れ
、
品

名
を
書
い
て
お
く
！

●
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
操

作
方
法
を
理
解
し
て
か
ら
使
用

す
る
！

■
消
火
器
は
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ

る
場
所
や
湿
気
の
多
い
場
所
な

ど
に
は
設
置
し
な
い
。

■
腐
食
が
進
ん
だ
消
火
器
は
、
絶

対
に
使
用
し
な
い
。

※
消
火
器
は
産
業
廃
棄
物
に
該
当

し
ま
す
の
で
、
不
用
に
な
っ
た

場
合
や
腐
食
し
て
い
る
場
合
は
、

業
者
に
廃
棄
処
理
を
依
頼
し
ま

し
ょ
う
。

ス
ト
ー
ブ
は
、

正
し
く

 
安
全
に

使
用
し
ま
し
ょ
う
！

　
朝
晩
の
冷
え
込
み
も
厳
し
さ
を
増
し
、
本
格
的
に
ス
ト
ー
ブ
が
活
躍
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
北
国
に
生
活
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
身
近
な
器
具
「
ス
ト
ー
ブ
」
も
、
取
り

扱
い
の
方
法
を
間
違
う
と
恐
ろ
し
い
火
災
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
冬
を
安
全
に
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ト
ー
ブ
は
定
期
的
に
点
検
す
る
と
と
も
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

 

〈
消
防
本
部
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
　
緯
４
２
～
３
２
５
５
〉

ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
は

 

こ
こ
に
注
意
！

ス
ト
ー
ブ
は
、

正
し
く

 
安
全
に

使
用
し
ま
し
ょ
う
！

老
朽
消
火

老
朽
消
火
器

　
今
年
９
月
大
阪
府
と
福
岡
県
で
、
腐
食
し
た
消
火
器
を
使
用
し
た
こ

と
に
よ
り
消
火
器
が
破
裂
し
、
大
け
が
を
負
う
事
故
が
相
次
い
で
発
生

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。 〈
消
防
本
部
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
　
緯
４
２
～
３
２
５
５
〉

●消火器が破裂するしくみ
①
消
火
器
内
部
に
は
、
加

圧
用
の
ガ
ス
容
器
と
、

消
火
剤
が
入
っ
て
い
ま

す
。

②
レ
バ
ー
を
握
る
と
、
加

圧
用
ガ
ス
に
よ
り
消
火

器
内
部
が
高
圧
に
な
り

ま
す
。

③
容
器
が
腐
食
し
、
も
ろ

く
な
っ
て
い
る
と
、
圧

力
に
耐
え
ら
れ
ず
に
破

裂
し
ま
す
。

何
十
メ
ー
ト
ル
も

飛
ぶ
こ
と
も
…

 鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸 

老
朽
消
火

老
朽
消
火
器器

老
朽
消
火
器
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月
９
日
は
 １
１
９
番
の
日

１１

▼
火
事
か
救
急
か
を
は
っ
き
り
と
。

▼
住
所
は
詳
し
く
（
目
印
に
な
る

も
の
を
伝
え
る
）
。

▼
火
事
の
と
き
は
何
が
ど
の
く
ら

い
燃
え
て
い
る
か
。
救
急
の
と

き
は
急
病
か
ケ
ガ
か
。

▼
火
事
の
と
き
は
逃
げ
遅
れ
た
人

が
い
る
か
ど
う
か
。
救
急
の
と

き
は
傷
病
者
の
詳
し
い
状
態
。

▼
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先
を
あ

き
ら
か
に
。

▼
局
番
な
し
で
「
１
１
９
」
に
掛
け

る
。

▼
通
報
場
所
の
住
所
が
わ
か
ら
な

い
場
合
は
、
目
標
に
な
る
建
物

や
、
電
柱
・
自
動
販
売
機
に
書

か
れ
て
い
る
住
所
な
ど
を
伝
え

る
。

▼
自
動
車
運
転
中
の
通
報
は
た
い

へ
ん
危
険
な
の
で
、
安
全
な
場

所
に
停
車
し
て
か
ら
通
報
す
る
。

▼
電
波
障
害
や
地
理
的
状
況
な
ど

に
よ
っ
て
、
市
内
で
通
報
し
て

も
他
市
町
村
の
消
防
署
に
つ
な

が
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
そ
の

場
合
は
つ
な
が
っ
た
先
の
通
信

員
の
指
示
に
従
う
。

▼
消
防
車
・
救
急
車
は
、
地
域
に

よ
っ
て
は
通
報
し
て
か
ら
到
着

す
る
ま
で
数
分
か
か
り
ま
す
の

で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

▼
緊
急
時
を
除
き
１
１
９
番
で
の

応
答
は
で
き
ま
せ
ん
。
火
災
の

問
い
合
わ
せ
な
ど
は
４
２
～
３

２
５
５
へ
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

員
　
人
）
が
、
地
域
住
民
の
健
康

１６
保
持
の
た
め
、
各
種
活
動
を
通
し

て
食
生
活
改
善
を
推
進
し
、
顕
著

な
成
果
を
あ
げ
た
と
し
て
北
海
道

知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
９
月
　
日
に
札
幌
市
で
開
催
さ

１７

れ
た
食
生
活
改
善
全
道
研
修
大
会

に
お
い
て
、
会
を
代
表
し
て
坂
本

会
長
と
 黒
  田
 副
会
長
が
賞
状
を
受

く
ろ
 
だ

け
取
り
ま
し
た
。

へ
の
精
励
を
讃
え
る
北
海
道
社
会

貢
献
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
関
さ
ん
は
、
民
生
委
員
児
童
委

員
な
ど
多
く
の
役
職
に
就
き
、
長

年
に
わ
た
り
地
域
で
の
福
祉
活
動

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
受
賞
に
当
た
り
関
さ
ん
は
「
諸

先
輩
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た

だ
け
た
も
の
と
感
謝
し
ま
す
」
と

喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

関
さ
ん

に
道
社
会
貢
献
賞

　
 関
  武
  雄
 さ
ん
（
中
村
市
街
・
　

せ
き
 た
け
 
お

６４

歳
）
に
こ
の
度
、
社
会
福
祉
事
業
 

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
に

 

北
海
道
知
事
賞

　
歌
志
内
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
（
 坂
  本
  季
  代
  恵
 会
長
・
推
進

さ
か
 も
と
 
き
 
よ
 
え

▲９月２４日、市長から表彰状を伝▲９月２４日、市長から表彰状を伝達達▲賞状を手にする坂本会▲賞状を手にする坂本会長長

　
月
９
日
は
 １
１
９
番
の
日

１１

　
　
月
９
日
は
、「
１
１
９
番
の
日
」
で
す
。
み
な
さ
ん
は
、
い
ざ
と
い

１１
う
と
き
正
し
い
１
１
９
番
通
報
が
で
き
ま
す
か
？

　
消
防
へ
わ
か
り
や
す
く
通
報
で
き
る
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
次
の
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 

〈
消
防
本
部
警
防
・
救
急
グ
ル
ー
プ
　
緯
４
２
～
３
２
５
５
〉

通
報
の
ポ
イ
ン
ト

携
帯
電
話
か
ら
通
報

す
る
と
き
の
注
意
点

ご
理
解
と
ご
協
力
を

　
耳
や
声
が
不
自
由
な
方
は
、
通

報
や
消
防
へ
の
連
絡
に
フ
ァ
ッ
ク

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
緊
急
時
に
備
え
、
住
所
・
氏
名

を
書
い
た
用
紙
を
作
っ
て
お
く
と

便
利
で
す
。
消
防
の
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
は
４
２
～
５
２
１
０
で
す
。

耳
が
不
自
由
な
方
は




